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別 刷　市民カレンダー
３月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

イエローバスのダイヤを改正します
特集：デマンドタクシーがはじまります

食改さんレシピ/シリーズ人権

脱炭素×経済成長/ 和鋼博物館連載

健康の窓

新刊図書紹介

たうんとぴっくす

市長会通信 / やすぎ家計応援商品券

「ジョーホーの森」各種お知らせ

まちのタカラ（裏表紙）

　地元有志らの手ほどきを受けながら、
島田小学校２年生25人が地域学習の一
環でたこ作りを体験。中海が近くたこ揚
げに適した風が吹くため、この教室は
30年以上続いています。この日はあい
にくの天気だったため、体育館を会場に
ウサギやネコなど思い思いに描いた手作
りたこを揚げていました。

撮影日／１月24日　場所／島田小学校

うまく揚がるかな

　イエローバス回数券とごみ収集指定袋は、３月31日
（金）をもって郵便局窓口での販売取り扱いを終了しま
す。なお、引き続き下記の場所で購入可能です。
●イエローバス回数券●イエローバス回数券
　バス車内、広瀬バスターミナル、安来・広瀬・伯太各
庁舎、観光交流プラザ、各交流センター

　問い合わせ　地域振興課　☎２３-３０６９

●ごみ収集指定袋●ごみ収集指定袋
　市内のスーパー、商店、コンビニエンスストア、ドラッ
グストア、ホームセンターなどの指定ごみ袋取扱店

　問い合わせ　環境政策課　☎２３-３１００

イエローバス回数券とごみ収集指定袋イエローバス回数券とごみ収集指定袋
の郵便局窓口販売を終了しますの郵便局窓口販売を終了します

　公共交通を生かしたまちづくり

　４月１日（土）にイエローバスのダイヤを改正します。
ダイヤ表の詳細が決まりましたら、安来市ホームページ
で公表します。なお、新しいダイヤ表は３月初旬よりイ
エローバス車内で受け取れるようにするとともに、安来・
広瀬・伯太の各庁舎や各交流センター、安来駅の観光案
内所等で配布する予定です。また、広報やすぎ４月号（３
月20日発行）と一緒に配布します。
●主な変更点
　・観光ループ全便と広瀬＝米子線（清水経由）を運休
　し、安来＝吉田線と広瀬＝米子線（安来駅経由）を増
　便します。併せて宇賀荘地区の伯太川東地域において、
　タクシー車両を利用したデマンド交通の実証実験を行
　います。
　・市街地循環バスでは和田団地内への乗り入れを実施
　します。
　�・４月12日（水）より、運休していた広瀬＝奥田原
の奥田原山口入口発６：57を再開します。ただし利用
状況により、５月以降に再度運休する可能性がありま
す。

　・その他、ＪＲのダイヤ改正に対応するため時刻変更
　を行います。
※上記変更点は２月１日時点の予定であり、変更する可
能性があります。予めご了承ください。

　問い合わせ　地域振興課　☎２３-３０６９
　　　　　　　広瀬バスターミナル　☎３２-２２６０

イエローバスのダイヤを改正しますイエローバスのダイヤを改正します
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平
成
12
年
３
月
の
一
畑
バ
ス
全
面

撤
退
後
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
は
市
内
の

大
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
公
共
交
通
と

し
て
運
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
利
用
者
が
年
間

41
万
人
あ
り
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢

化
等
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

に
は
25
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
一
方
で
賃
金
上
昇
の
影
響
か
ら
、

経
費
の
大
部
分
を
占
め
る
運
行
委
託

料
の
増
加
は
続
い
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
に
よ
り
税
収
減
が
見
込
ま
れ
る

本
市
で
は
、
バ
ス
路
線
を
今
の
ま
ま

維
持
す
る
こ
と
は
将
来
に
大
き
な
負

担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

４
月
か
ら
始
ま
る
市
の
公
共
交
通
の

新
た
な
取
り
組
み
（
実
証
実
験
）
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の

利
用
者
が
４
割
減
少

公共交通公共交通
　　を生かした　　を生かしたまちづくりまちづくり

特集特集

～実証実験　デマンドタクシーがはじまります～～実証実験　デマンドタクシーがはじまります～

安来市の公共交通は、主にイエローバス、ＪＲ、タクシーや住
民主体による地域内輸送等の交通で構成されています。車を運
転できない高齢者や児童・生徒を中心に、地域住民の生活を支
える移動手段を担っています。
今号では４月から実証実験として始まる、デマンドタクシー

（予約制の相乗りタクシー）についてお知らせします。
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イエローバスの利用状況の推移
（単位：人）
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市
民
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
（
令
和
３

年
９
月
実
施
）
で
は
、
バ
ス
停
も
し

く
は
バ
ス
路
線
か
ら
自
宅
が
遠
い

た
め
、
バ
ス
の
利
用
が
出
来
な
い
と

い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
車
両
を
小
型
化
し
自
宅
近
く
ま

で
来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
地

域
を
問
わ
ず
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
は
小

中
学
校
の
通
学
も
担
っ
て
い
る
た

め
、
児
童
・
生
徒
が
座
っ
て
乗
車

で
き
る
大
き
さ
が
必
要
で
す
。
ま

た
３
カ
月
毎
の
車
両
点
検
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
た
え
ず

車
両
を
入
れ
替
え
な
が
ら
運
行
す

る
必
要
が
あ
り
、
一
部
車
両
の
小

型
化
は
車
両
運
用
を
困
難
に
す
る

た
め
出
来
ま
せ
ん
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
移
動

手
段
の
確
保
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
き
ま
す
が
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス

に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
拡

大
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
よ
り
効

率
的
で
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
一
部
地

域
で
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
輸
送

事
業
の
実
証
実
験
を
行
い
、
新
た

な
公
共
交
通
の
形
を
検
証
し
て
い

き
ま
す
。

事
業
期
間

　

４
月
１
日
～
９
月
30
日

対
象
エ
リ
ア

　

安
来
道
路
（
山
陰
自
動
車
道
）
よ
り

北
側
で
伯
太
川
か
ら
安
来
駅
ま
で
の

エ
リ
ア
を
市
街
地
地
区
（
以
下
、
Ａ
エ

リ
ア
。）、
安
来
道
路
よ
り
南
側
で
伯

太
川
以
東
の
宇
賀
荘
地
区
を
デ
マ
ン

ド
地
区
（
以
下
、
Ｂ
エ
リ
ア
。）
と
し
、

Ａ
エ
リ
ア
と
Ｂ
エ
リ
ア
と
の
輸
送
を

タ
ク
シ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

　

Ｂ
エ
リ
ア
で
は
乗
降
場
所
に
制
限

は
な
く
、
Ａ
エ
リ
ア
は
バ
ス
停
の
み
で

の
利
用
と
な
り
ま
す
。

利
用
条
件

　

乗
降
の
ど
ち
ら
か
一
方
は
、
必
ず
Ｂ

エ
リ
ア
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
利

用
の
可
否
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
利
用
可
能
な
場
合

・
Ａ
エ
リ
ア
と
Ｂ
エ
リ
ア
を
往
来
す
る

　

移
動

・
Ｂ
エ
リ
ア
の
み
で
の
移
動

●
利
用
不
可
の
場
合

・
Ａ
エ
リ
ア
の
み
の
移
動

・
Ａ
エ
リ
ア
お
よ
び
Ｂ
エ
リ
ア
外
で
の

　

移
動

利
用
時
間

　

10
時
～
16
時
※
30
分
ご
と
に
乗
車

エ
リ
ア
が
変
わ
り
ま
す
。

・
Ａ
エ
リ
ア
か
ら
乗
車
し
、
Ｂ
エ
リ
ア
へ

　

移
動
す
る
場
合
…
毎
時
１
分
～
30
分

　
（
前
半
30
分
）
の
間
に
乗
車

　
（
例
）
10
時
１
分
～
10
時
30
分

・
Ｂ
エ
リ
ア
か
ら
乗
車
し
、
Ａ
ま
た
は
Ｂ

　

エ
リ
ア
へ
移
動
す
る
場
合
…
毎
時
31

　

分
～
00
分
（
後
半
30
分
）

　
（
例
）
10
時
31
分
～
11
時

利
用
料
金

　

利
用
料
金
は
１
人
１
回
乗
車
で

２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
バ
ス
利
用
料
金

に
準
じ
る
た
め
、
料
金
減
免
対
象
者
は

１
０
０
円
。
シ
ル
バ
ー
・
フ
リ
ー
定
期
・

回
数
券
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。

中
山
間
地
域
で
は

中
山
間
地
域
で
は

住
民
主
体
の
地
域
内
交
通

住
民
主
体
の
地
域
内
交
通

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
が
充

足
で
き
て
い
な
い
山
間
部
で

は
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
に
代
わ
る

交
通
手
段
と
し
て
住
民
主
体
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

① 

宇
波
地
区
の
取
り
組
み

（
宇
波
デ
マ
ン
ド
交
通
）

　

公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
足

で
き
て
い
な
い
山
間
部
の
宇
波
地

区
で
は
、
住
民
が
運
転
者
と
な
っ

て
乗
客
を
輸
送
す
る
住
民
主
体
の

移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
12
月
の
開
始
当
初
は
、

道
路
運
送
法
に
よ
ら
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
輸
送
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
運
転
者
へ
の
報
酬
を
確

保
す
る
た
め
、
交
通
空
白
地
有
償

運
送
（
以
下
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
。）
の
登
録
を
受
け
て
運
行
し

て
い
ま
す
。

▽
実
施
主
体
…
う
な
み
の
里
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

▽
利
用
対
象
者

…
宇
波
地
区
住
民　

▽
運
行
範
囲

…
自
宅
か
ら
宇
波
地
区
内
の
最
寄

り
の
バ
ス
停
、
交
流
セ
ン
タ
ー

公
共
交
通
と
し
て
の

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
現
状

タ
ク
シ
ー
（
相
乗
り
）
を
活
用
し
た

電
話
予
約
制
に
よ
る
輸
送
事
業
が
始
ま
り
ま
す

中海

伯
太
川

第一中学校

安来高校

安来駅

安来道路（山陰自動車道）

Ａエリア
市街地地区

（伯太川～安来駅）

清水寺

Ｂエリア
デマンド地区

（宇賀荘地区）
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減
免
に
つ
い
て
は
減
免
証
明
書
等

の
提
示
が
必
要
で
す
。

利
用
方
法

①
予
約
受
付
番
号
に
電
話
し
ま
す
。

　

氏
名
、
乗
車
す
る
場
所
と
時
間
、
人

数
、
目
的
地
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
番
号　

☎
26-

０
０
２
２

（
受
付
時
間　

９
時
～
16
時
）

▽
予
約
は
、
乗
車
す
る
前
日
か
ら
当
日

の
15
分
前
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
は
電
話
の
み
と
し
、
乗
車
時
に

運
転
手
に
直
接
、
予
約
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。

▽
利
用
は
輸
送
の
み
で
、
送
迎
先
で
の

待
機
は
し
ま
せ
ん
。

▽
一
度
の
電
話
で
２
回
分
（
行
き
・
帰

り
）
の
予
約
が
可
能
で
す
。

▽
エ
リ
ア
外
へ
の
運
行
で
な
け
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

②
予
約
時
に
お
お
ま
か
な
到
着
時
刻

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

乗
車
す
る
場
所
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
運
転
手
が
乗
車
す
る
場
所
に
到
着

後
に
、
玄
関
ま
で
お
迎
え
す
る
等
の

サ
ー
ビ
ス
は
原
則
行
い
ま
せ
ん
。
乗
車

場
所
に
到
着
し
た
際
、
利
用
者
の
姿
が

見
え
な
い
場
合
は
次
の
運
行
に
向
か

う
事
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
相
乗
り
の

場
合
は
、
他
の
予
約
状
況
に
よ
り
到
着

時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
の
車
体
横

に
専
用
車
両
と
分
か
る

よ
う
に
、
下
記
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り

付
け
て
運
行
し
ま
す
。

④
目
的
地
に
向
か
い
ま
す
。

　

他
の
利
用
者
が
い
る
場
合
、
目
的
地

へ
の
到
着
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
乗
車
順
に
目
的

地
に
行
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
降
車
場
所
で
料
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

降
車
場
所
は
Ｂ
エ
リ
ア
が
目
的
地
、

Ａ
エ
リ
ア
が
バ
ス
停
と
な
り
ま
す
。

運
行
タ
ク
シ
ー
事
業
者

　

ち
ど
り
タ
ク
シ
ー
と
日
本
交
通
が
、

日
替
わ
り
で
運
行
し
ま
す
。

実
証
実
験
に
伴
う
対
象
エ
リ
ア
の

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
を
運
休
し
ま
す

　

実
証
実
験
の
開
始
と
同
時
に
、
Ａ
エ

リ
ア
お
よ
び
Ｂ
エ
リ
ア
を
運
行
す
る

次
の
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
は
運
休
し
ま
す
。

●
運
休
対
象
…
観
光
ル
ー
プ
全
便　

　

広
瀬
＝
米
子
線
（
清
水
経
由
）

　

な
お
、
運
休
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
広
瀬
～
安
来
駅
、
安
来
駅
～

米
子
駅
間
の
運
行
と
吉
田
線
の
増
便

を
行
い
ま
す
。

事
業
期
間
終
了
後

　

利
用
状
況
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
実
施
に
よ
り
、
事
業
期
間
終
了

後
の
運
行
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

10
月
以
降
、
期
間
を
空
け
ず
事
業

を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た

交
通
手
段
を
検
証
し
ま
す

　

市
内
の
公
共
交
通
は
持
続

的
に
維
持
・
確
保
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
４

年
３
月
に
未
来
に
残
し
て
い

く
た
め
の
目
標
や
事
業
を
示

し
た
、
市
の
新
た
な
公
共
交

通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ

る
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」（
計

画
期
間
…
令
和
４
年
度
～
令

和
８
年
度
）
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
デ

マ
ン
ド
輸
送
事
業
は
、
こ
の
計

画
の
中
の
一
つ
の
取
り
組
み

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
根
付
か
せ
る
た
め

に
も
、
事
業
者
と
利
用
者
の

双
方
と
の
調
整
が
必
要
で
す
。

　

今
後
も
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
交
通
手
段
の
検
証
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

☎
23-

３
０
６
９

② 

比
田
地
区
の
取
り
組
み

（
比
田
デ
マ
ン
ド
交
通
）

　

 

比
田
地
区
も
宇
波
地
区
と
同
様

に
地
域
住
民
に
よ
る
道
路
運
送
法

に
よ
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
31
年
３
月
に
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
の
登
録
を
受
け
て
運
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
（
移

動
支
援
）
や
、
買
い
物
支
援
と
し

て
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

取
り
組
み
を
令
和
元
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
主
体
…
え
ー
ひ
だ
交
通
運

営
協
議
会　

▽
利
用
対
象
者
…
東

比
田
地
区
、
西
比
田
地
区
と
梶
福

留
地
区
の
住
民　

▽
運
行
範
囲
…

自
宅
か
ら
地
区
内
の
指
定
の
バ
ス

停
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
商
店
、
金

融
機
関

特集
公共交通を生かしたまちづくり

予
約
受
付
番
号

　

☎
26-
０
０
２
２

　
（
受
付
時
間　

９
時
～
16
時
）

地域振興課交通政策係
　石川貢之係長

▲宇波地区デマンド交通（ふくろう号）
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ブロッコリーとジャガイモ
のパン粉焼き 塩分

 0.3g
96

　Kcal※１人分あたり

パン粉だけに味付けすることで香ばしくもあっ

さりとした風味を楽しめる一品です。

「食改さん」のちょっこしレシピ
食改さん ･･･ 食生活改善推進員さん

【作り方】
①　ブロッコリーは 一口サイズに、ジャガイモは５㎜の
　厚さのいちょう切りにする。
②　塩（分量外）を加えた湯で①を茹で、ザルにあげる。
③　フライパンにマヨネーズとパン粉を入れ、パン粉がき
　つね色になるまで炒める。
④　③に②と青のりを加え、和える。
⑤　皿に盛り付けて、できあがり。

　今月は伯太支部の皆さん

シリーズ
人権を
考える㊻

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３- ３０９５

問い合わせ　いきいき健康課　☎２３- ３２２０

　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震
災では、東北地方を中心に関東地方や太平洋沿
岸部を地震による津波が襲い、多くのかけがえ
のない生命、財産、幸せな日常生活が奪われま
した。発生から10年以上が経過した現在も国、
自治体、企業、住民が一体となって復興への取
り組みが続けられています。
　こうした災害と人権は、切り離すことのでき
ない関係にあります。
　災害は、時として多くの命を危険にさらし、
人々のくらしのすべてを奪い去り、理不尽な苦
しみを強いるものです。私たちは、こうした事
態そのものが被災者の人権を大きく損なってい
るのだということを忘れてはなりません。東日
本大震災では、情報不足やデマなどにより、人
権侵害が生じました。福島の原子力発電所事故
により、被災地の農業・水産業・酪農業が受け

災害と人権
　～人権意識を高めることは
　　災害への備えのひとつです～

た風評被害、また避難先での被災者に対する心
ない対応などもそうした一例です。これらは決
して看過できない問題と言えます。
　大規模な災害時には、多くの人が傷つき、多
大なストレスを感じるため、冷静な気持ちで周
囲を見る余裕すらなくなってしまうのかもしれ
ません。そうした中にあっても、みんなで災害
を乗り越えていくためには、日頃からお互いの
ことを気遣い、周りの人たちに対する感謝の気
持ちや思いやりの心を大切にしなければなりま
せん。そして、私たち一人一人がこれまでの震
災の経験を風化させず、正しい知識と優しい心
で、自分のこととして受けとめていくことが大
切なのではないでしょうか。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

簡単に作れる

朝食レシピ

（材料）　　　（４人分）
ブロッコリー� ���� 1/2 株
ジャガイモ���������１個
パン粉� ������ 1/2 カップ
マヨネーズ����� 大さじ２
青のり� �����������少々

ブロッコリーは栄養豊富
な緑黄色野菜で、β―カ
ロテンの他にビタミンＣ
も多く含まれている食材
です。
全体に鮮やかで緑色が濃
いもの、つぼみが小さく、
きっちりと詰まっていて
硬く引き締まったものが
おすすめです。

◀安来市総合防災訓練
で行った避難所運営の
様 子（ 令 和 ４ 年 10 月
29 日・安来南体育館）。
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こ
れ
ま
で
安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出

雲
町
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
ま
た
が
る
31

の
ス
ト
ー
リ
ー
（
構
成
要
素
）
の
一
部

を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
遺
産
重
点
支
援
地
域
に

認
定
さ
れ
、
圏
域
の
魅
力
発
信
や
周
遊

促
進
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
、
安
来
市
は
和
鋼
博
物

館
、
雲
南
市
は
鉄
の
歴
史
村
地
域
振
興

事
業
団
、
奥
出
雲
町
は
た
た
ら
と
刀
剣

館
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
ま
す
。

　

安
来
は
、
た
た
ら
製
鉄
の
影
響
を
色

問
い
合
わ
せ

　

和
鋼
博
物
館　

☎
23-

２
５
０
０

日本遺産を
巡るたたら
の音色

シ
リ
ー
ズ
（
そ
の
３
）

「
安
来
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
の
策
定
に
向
け
て

脱
炭
素
×
経
済
成
長
の
ま
ち
づ
く
り

▲天然素材の竹を利用した地球にやさしいス
トロー。環境問題解決に貢献しています。

日本遺産の
構成文化財
連載⑫　最終回

　

今
年
度
、
市
が
策
定
す
る
「
安

来
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産

地
消
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
地
域
経
済

の
好
循
環
の
た
め
に
、
行
政
だ
け

で
な
く
市
内
事
業
者
や
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・

立
場
の
人
と
検
討
を
重
ね
る
一
方

で
、
市
内
に
あ
る
事
業
者
を
訪
問

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
状
況
や

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

訪
問
先
の
一
つ
で
あ
る
広
瀬
町

下
山
佐
に
あ
る
株
式
会
社
ひ
ろ
せ

プ
ロ
ダ
ク
ト
。
木
や
竹
を
使
っ
た

ス
ト
ロ
ー
や
ス
プ
ー
ン
、
ホ
テ
ル

で
使
わ
れ
る
食
卓
用
の
ナ
イ
フ
や

フ
ォ
ー
ク
な
ど
を
生
産
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
排
出
量

削
減
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

14
番
目
の
目
標
で

あ
る
「
海
洋
の
保

護
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
現
在
は
製
品
の
生
産

過
程
で
出
る
廃
材
を
廃
棄
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
を
ハ

ウ
ス
栽
培
の
ボ
イ
ラ
ー
の
代
替
燃

料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
」
の
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
脱
炭

素
×
経
済
成
長
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

濃
く
受
け
て
き
た
地
域
で
す
。
安
来
と

た
た
ら
製
鉄
は
、
連
載
で
ご
紹
介
し
た

こ
と
を
は
じ
め
、
そ
の
歴
史
の
中
で
と

て
も
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
た
た
ら
製
鉄
と
の
関
わ
り

の
中
で
、
長
い
年
月
を
か
け
て
生
み
出
し

守
り
伝
え
た
、
信
仰
と
神
社
、
そ
し
て
港

町
、
安
来
節
、
鉄
鋼
業
、
河
川
下
流
部
に

お
け
る
新
田
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
特
徴
あ

る
た
た
ら
の
文
化
遺
産
で
す
。

　

中
で
も
鉄
の
神
・
金
屋
子
神
と
、
た

た
ら
製
鉄
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
鉄
鋼
業

は
、
安
来
固
有
の
誇
る
べ
き
宝
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
注
目
し
て
い
た
だ
き
、
誇
れ

る
地
元
の
文
化
財
に
触
れ
て
見
て
く
だ

さ
い
。

問い合わせ
　環境政策課
　☎２３- ３０９８

▶
和
鋼
博
物
館

▶
公
益
財
団
法
人 

鉄
の
歴
史

村
地
域
振
興
事
業
団

（
写
真
…
菅
谷
た
た
ら
山
内
）

▶
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館 奥出雲町奥出雲町

雲南市雲南市

安来市安来市
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【健診で腎機能を毎年チェックしましょう】
　下の表は、安来市国民健康保険特定健診（40 ～ 74
歳）における、血圧・血糖項目での保健指導判定基準
該当者の割合の推移です。半数近い人が糖尿病のリス
クを、７割の人が高血圧のリスクを持っていることが
分かります。
　毎年健診を受け、腎機能や生活習慣病に関わる検査
項目から、自分の状態や変化に気づくことが大切で
す。健診の尿検査と血液検査で腎機能の状態が分かり
ます。健診結果から病院受診をすすめられた人は早め
に受診し適切な治療を受けましょう。

　安来市国民健康保険
では、特定健診の結果
から無料で受けられる

「特定保健指導」利用
券を該当者へ送付して
います。
　生活習慣の見直しの
チャンスです。積極的
に活用しましょう。

健康の窓
健診＆生活習慣改善で健診＆生活習慣改善で
腎臓を守りましょう腎臓を守りましょう

■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

～３月９日は『世界～３月９日は『世界腎腎
じんぞうじんぞう

臓臓デー』です～デー』です～

【腎臓ってどんな臓器？】
　腎臓は腰のあたりの左右にひとつずつある、にぎり
こぶしくらいの大きさの、とても重要な働きをもった
臓器です。腎臓には、尿をつくる、血圧をコントロー
ルする、赤血球をつくる指令を出す、骨を維持するな
どの働きがあります。

【生活習慣病にもご注意を】
　高血圧や糖尿病は血管に負担がかかるため、腎臓の
働きの悪化につながります。肥満の人は、高血圧や糖
尿病の発症につながりやすいため、注意が必要です。
左記の症状がある人は、通院や内服をしっかり行い、
食事、運動に気を付けて症状の悪化を防ぎましょう。

【あなたの腎臓は、大丈夫ですか？】
　腎臓は、＂沈黙の臓器＂といわれ、かなり悪化しな
いと自覚症状が出てきません。尿の異常、むくみ、だ
るさ、貧血、吐き気、食欲不振など、腎臓病の症状が
現れたときには、すでに病気が進行していることがほ
とんどです。腎臓は機能が低下すると、元に戻ること
はなく、放置すると末期腎不全となり、人工透析が必
要になります。

【新たな国民病、慢性腎臓病（CKD）】
　慢性腎臓病は、腎臓での血液を仕分け（ろ過）する
機能が落ちてしまう病気です。日本の成人の８人に１
人が慢性腎臓病と推計されており、新たな国民病とも
言われています。高血圧や糖尿病にかかっている人が
多くみられ、生活習慣病との関係が深く、患者数は増
加しています。また、高血圧や糖尿病にかかっていな
くても、腎機能は年を重ねるごとに低下していくの
で、高齢者の割合も多くなります。

　毎年、３月第２木曜日は『世界腎臓デー』として世
界各地でキャンペーンが開催されています。
　この機会に、腎臓病の予防や早期発見、治療などに
取り組んでみましょう。

安来市が行っている腎臓病予防関連サービス

申し込み・問い合わせ　いきいき健康課
　　　　　　　　　　　☎２３- ３２２０

　食生活についての個別相談を月２回、無料で開
催しています。ゆっくりご相談ができるように予
約制となっています（相談時間は約１時間程度）。
当事者ご家族も気軽にご相談ください。
　個別相談を希望する人はいきいき健康課までお
申し込みください。なお、健康手帳、健診結果、
糖尿病手帳等がある人はご持参ください。

70.1 

45.2 

74.0 

48.3 

73.6 

47.9 

66.2 

46.1  

69.5 

45.5  

69.0  

45.7  

0

20

40

60

80
（%）

安来市 島根県

血圧
令和元年度 令和２年度 令和３年度

血糖 血圧 血糖 血圧 血糖

▶
安
来
市
も
世
界
腎
臓
デ
ー
に
あ
わ

せ
、
毎
年
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「安来市国民健康保険特定健診（40 ～ 74 歳）における
血圧・血糖リスク保有者の割合の推移

（KDB システム「健康スコアリング」より）



9 2023 月号32023 月号3

New Books Introduction

著者
 武田惇志
 伊藤亜衣

著者
 西村まさゆき

監修
 辻原康夫

著者
 旬の暮らしをた
 のしむ会

著者
 佐藤健
 神木隆之介

発行所
 毎日新聞出版

発行所
 ダイヤモンド社

発行所
 NHK 出版

発行所
 ほるぷ出版

絵
 タラジロウ

　孤独死した女性には戸籍がな
かった。そして室内には現金
3400 万が残されていた ･･･。身
元不明で引き取り手のいない遺
体を指す「行旅死亡人」。人間
が生きた痕跡は必ず残ると信じ
た記者が、女性の人生を丁寧に
追った実録です。（田）

　普段から仲のよい２人が、震
災から 10 年経った宮城を訪ね
ました。伝統芸能に親しんだ
り、旅行を楽しむ姿はファン必
見！被災した地で、前を向き生
きる人たちの声を届ける１冊と
もなっています。（川）

　季節に関係なくあらゆる食材
が手に入る今、あらためて旬を
感じてみませんか？食材だけで
なく、季節の家事や行事など１
年 12 カ月のさまざまな旬を紹
介。季節の移り変わりがよくわ
かります。（板）

ある行旅死亡人の物語

みやぎから、

そうだったのか！国の名前由来ずかん

旬のカレンダー

新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

NEWその他　新刊図書

　日本という国名の由来は「日
の出る国」、アメリカの由来は

「探検家の名前」など、199 カ
国の国名の由来がイラスト付き
で掲載されています。大人も子
どもも楽しめる１冊です。（根）

乳
幼
児
の
こ
こ
ろ
と

乳
幼
児
の
こ
こ
ろ
と

こ
と
ば
を
育
む

こ
と
ば
を
育
む

～
親
子
の
や
り
と
り
と

～
親
子
の
や
り
と
り
とよ

み
き
か
せ
～

よ
み
き
か
せ
～

第
３
回
『
ま
な
べ
～
る
講
座
』

第
３
回
『
ま
な
べ
～
る
講
座
』

　

子
ど
も
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ

と
ば
」
が
、
と
も
に
育
ま
れ
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　

親
と
子
・
祖
父
母
と
孫
・
家
族

で
か
か
わ
る
子
育
て
に
つ
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
か
か
わ

り
方
の
基
本
と
、
読
み
聞
か
せ
に

つ
い
て
の
お
話
し
の
ほ
か
、
折
り

紙
の
切
り
絵
も
楽
し
め
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
㈯
14
時
～
15
時

　

30
分

会
場　

や
す
ぎ
図
書
館　

２
階
読

　

書
テ
ラ
ス

講
師　

福
島
朗あ

き
ひ
ろ博

氏
（
や
す
ぎ
保

　

育
園
園
長
・
言
語
聴
覚
士
）

対
象 　

親
、
祖
父
母
な
ど
就
学
前

　

の
子
ど
も
の
保
護
者

定
員　

15
人
（
参
加
希
望
者
は
事

前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

や
す
ぎ
図
書
館　

　

℡
22-

２
５
７
４

　
　

22-

２
５
９
８

●名探偵の生まれる夜� 青柳碧人

●一睡の夢　家康と淀殿� 伊東潤

●家康の海� 植松三十里

●いつか見た青空は� 中野翠

●たりる生活� 群ようこ

●リーダーは話し方が９割� 永松茂久

●新幹線全車種� グラフィック社

●まほうのオッジィ� 高畠那生

●パンダのがらをなんにする？

� おおのこうへい

●まよなかのゆうえんち

� マリアキアラ・ディ・ジョルジョ

Fax

その他の新着図書情報はその他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

【問い合わせ】
やすぎ図書館……☎ 22-2574
ひろせ図書室……☎ 32-4455
はくた図書室……☎ 37-0050
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　「母里市やまんば祭」が12月25日に母里交流セン
ター周辺で行われました。母里藩の時代から続くこ
の伝統行事は、藩の役人が山

や ま ん ば

姥の扮装をさせた老婆
にお金を配らせ、町をにぎわせたことが始まりとさ
れており、当日は、餅やしめ縄、地元の農産物など
を買い求める人たちで活気づいていました。
　今回の山姥役は２人。ボランティアで参加した田
邊淳也さんは、初めての山姥役に「幼い子どもには
怖がられてしまいましたが、面白い経験ができまし
た」と話していました。

このマークの記事は、関連
写 真 を「 市 公 式 フ ェ イ ス
ブック」で公開しています。

　総合文化ホール アルテピアで開催した安来
市消防出初式の式典に出席し、消防職員と
消防団員の前で式辞を述べました。
　その後、会場を安来港に移し、消防車両
29台による一斉放水を行いました。消防職員
とともに消火活動で地域防災を支える消防団
員。団員らの機敏な行動に、市民の安心安
全を守る使命感を感じることができました。

防火への決意新たに

今月の1枚

市長日記市長日記

江
戸
か
ら
続
く
伝
統
の
市

　安来市加納美術館で１月11日～３月26日の間、
市内の交流センターや小中学校などが所蔵する作品
を展示する「安来ゆかりの美術家たち２」を開催し
ています。今回の企画展では、前回展示できなかっ
た作品に加え、安来を題材にした市外出身作家の作
品も展示。特に山中鹿介を題材とした作品は多くあ
り、特集コーナーも設けられています。
　企画展初日のギャラリーツアーに参加した中西
千

ち ひ ろ

尋さんは「なかなか見られない施設の作品を鑑賞
でき、貴重な体験となりました」と話していました。

市
内
の
美
術
品
大
集
合

　市内小中学校の特別支援学級の子どもたちの作品展
「ふれあい広場」が開催されました。子どもたちの意欲

向上と周囲の理解につなげるため始まったこの作品展。
日々の学習で製作した絵や工作など、今年は669点もの
作品が展示されました。� １月27日～30日：アルテピア

◀
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
（
１
月
８
日
）。

▲作者や題材について詳しい説明を聞きつつ作
品を観賞する参加者。解説は千葉館長（右）。

▲母里小学校５年生による「母里っこ太鼓」。総合
的な学習の時間での練習の成果を発表しました。
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　さまざまな体験を通じて生涯学習につなげてもら
おうと、大人の体験活動「ポン酢を作ろう」が１月
15日に赤江交流センターで行われました。
　地域で活動する加工クラブのスタッフの手ほどき
を受けながら、参加者10人はユズを丸ごと使って
ポン酢、マーマレード、ユズ味噌を作っていました。
旬のユズ果汁100％で作るので、さっぱりとしたフ
レッシュな香りが会場を包んでいました。
　二岡美佳さんは「出来上がりを持ち帰ることがで
き、家で味わうのが楽しみです」と話していました。

旬
の
ユ
ズ
で
手
作
り
ポ
ン
酢

　優雅さが特徴のスタンダード５種目と自由で情熱
的なラテン５種目の計10種目を競う、社交ダンス
の大会「全日本ジュニア10ダンス選手権」が１月
８日に京都府立伏見港公園体育館で行われました。
　全国第３位を獲得したのは、日本ダンススポーツ
連盟（JDSF）の強化選手で、B

バ ル

ALL H
ホ ー ル

ALL（新十神町）
に所属する江田煌

こ う や

也さん（13歳）と細田琉
る な

永さん（13
歳）のペア。10種目の内、４種目で第１位という
好成績を残しました。２人は「より観客を魅了する
ダンスを目指したい」と話していました。

　１月21日、22日に宇賀荘交流センターで「第20
回寒の椿展」が開催され、宇賀荘花

か ぼ く

木の会で育てた
寒椿の展示、椿油や椿クリームの販売が行われまし
た。訪れた人は、色や大きさなどさまざまなツバキ
を１鉢１鉢じっくりと観賞していました。
　また20回の節目を記念して、９種160株のツバ
キの苗木が希望者へ配布されました。「展示を見て
侘
わ び す け

助という品種が特に目を引きました」と話してい
た来場者には、ピンクの花弁が特徴の数

す き や

奇屋侘
わ び す け

助の
苗木がプレゼントされていました。

冬
を
彩
る
寒
椿

ペ
ア
で
魅
せ
る
ダ
ン
ス

安
来
節
で
祝
う
初
春

　１月９日にアルテピアで、安来節保存会が主催す
る「唄い初め会」が開催されました。
　会では、准名人２人と大師範17人の計19人に上
位昇格者免状授与が行われ、その後、支部ごとに３
人・14組が唄、絃（三味線）、鼓

つづみ

の技能を競い、観
覧者の耳や目を楽しませました。
　令和５年に唄の准名人に昇格した広島東支部の山
本英

ひ で み

三さんは「准名人としての責任の重さを感じて
います。支部共々研鑽し、安来節のさらなる発展に
つなげていきたいです」と話していました。

▲令和５年度上位昇格者も技能を披露。どじょ
う掬い踊りや銭太鼓の演目も行われました。

▲スタンダード種目を踊る江田さん（右）と細
田さん（左）。ワルツやタンゴなどがあります。

▲約80種、120鉢のツバキが会場を華やかに飾
りました。

▲爽やかなユズの風味とだしの旨味がしっかり
詰まった手作りポン酢ができあがりました。



122023 月号32023 月号3

中海・宍道湖
     ・大山圏域

市長会
通信㉔

▲一般部門最優秀賞は原亜香莉さんの「キラキ
ラ中海」。撮影地は十神山なぎさ公園です。

■
台
北
市
と
の
交
流
促
進
に
向
け
て

■
台
北
市
と
の
交
流
促
進
に
向
け
て

　

令
和
４
年
10
月
20
日
に
台
湾
台
北
市

の
柯か

文ぶ
ん
て
つ哲

市
長
（
当
時
）
と
圏
域
市
長

会
の
5
市
長
が
共
同
で
署
名
し
、
交
流

促
進
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
は
、
①
観
光
誘
客
・
物
産

流
通
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
②
産
業
・

経
済
分
野
で
の
連
携
と
協
力
、
③
青
少

年
に
よ
る
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

交
流
、
④
相
互
の
発
展
の
た
め
に
必
要

な
事
業
の
実
施
及
び
支
援
の
4
項
目
に

つ
い
て
促
進
を
図
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

柯
市
長
か
ら
は
、「
両
圏
域
の
今
後
の

発
展
が
順
調
に
行
く
よ
う
誓
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
台
北

市
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま

す
。

■
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

■
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　
「
山
陰
ま
ん
な
か
の
残
し
た
い
環
境

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
、
圏

域
の
大
切
で
い
つ
ま
で
も
残
り
続
け
て

ほ
し
い
、「
環
境
」
と
「
想
い
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
７
月
16
日
～
10
月
31
日
の

募
集
で
、
一
般
部
門
と
18
歳
以
下
限
定

の
Ｕ-

18
部
門
を
あ
わ
せ
、
１
５
２
１
点

も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
写
真
の
魅
力
、
題
材
、

目
の
付
け
所
、
想
い
を
総
合
的
に
審
査

し
、
受
賞
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。
受

賞
作
品
は
、
特
設
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や

各
市
巡
回
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
（
３

月
20
日
㈪
～
28
日
㈫
に
は
、
安
来
庁

舎
１
階
南
入
口
付
近
で
展
示
を
行
い
ま

す
）。

　

市
長
会
で
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

等
の
開
催
を
通
し
て
、
今
後
も
、
残
し

た
い
圏
域
の
環
境
に
つ
い
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
事

務
局

　

☎
０
８
５
２-

55-

５
０
５
６

　長期化する新型コロナウイルス感染症と原油・物
価高騰の影響を受けている市民や事業者の皆さまを
支援し、地域経済を活性化するため、市内の店舗等
で使用できるやすぎ家計応援商品券を第２弾とし
て、市民の皆さま全員に配布します。お受け取りの
上、ぜひご使用ください。

配布対象者
　2月 6日時点で安来市に住民登録のある人
配布内容
　１人当たり 3,000 円分、世帯主宛に世帯全員分を
まとめて簡易書留で郵送します。お届け時に受け取
りが必要です。
使用期間
　お手元に届いた日から 9月 30 日まで
配布時期
　３月中に配布します。郵送の状況により、配布の
遅延が発生する場合があります。

受け取りができなかった場合
　お届け時にご不在の場合は、不在票を投函し
ますのでご確認のうえお受け取りください。
使用できる店舗
　やすぎ家計応援商品券（第２弾）のステッカー
やポスターが掲示してある事業者で使用できま
す。詳しくは商品券に同封する指定事業者一覧
表や市ホームページでご確認ください。
指定事業者の募集
　やすぎ家計応援商品券（第２弾）を取り扱う
ことができる指定事業者を７月 31 日まで募集
しています。

やすぎ家計応援商品券（第２弾）やすぎ家計応援商品券（第２弾）
を配布しますを配布します

問い合わせ　やすぎ暮らし推進課産業振興係
　　　　　　☎２３-３１６４

◀
１
人
当
た
り
３
千
円
分

（
５
０
０
円
商
品
券
×
６

枚
）
を
配
布
し
ま
す
。
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

行　

政

行　

政

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
等
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

平
日
の
市
役
所
開
庁
時
間
の

ほ
か
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
や
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。
申
請
の
際
に
、
通

知
カ
ー
ド
と
官
公
庁
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
場
合
、
カ
ー
ド
を

郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
写
真
は
窓
口
で

撮
影
し
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
㈰
９
時
～
12

時場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課　

℡
23-

３
０
９
２

永
久
選
挙
人
名
簿
の

登
録
と
閲
覧

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
３

カ
月
に
１
回
永
久
選
挙
人
名
簿

に
新
た
な
登
録
（
定
時
登
録
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
１
日

に
次
の
人
を
対
象
に
選
挙
人
名

簿
に
登
録
し
ま
す
。

　

事
前
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、

登
録
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

登
録
さ
れ
る
人　

平
成
17
年
３

月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
令
和

４
年
12
月
１
日
ま
で
に
住
民
登

録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
安
来
市
に
居
住
し
て
い

る
人

閲
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

３
階
）

閲
覧
日
時　

３
月
２
日
㈭
か
ら

随
時
（
原
則
閉
庁
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

℡
23-

３
１
３
５

農
業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

現
在
の
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
任

期
の
満
了
に
伴
い
、
第
８
期
農

業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適

　市営長谷津団地の一部区画を建物解
体条件付き入札により売却（譲渡）し
ます。
申込受付締切　４月７日㈮ 15 時（必着）
　詳細（入札公告）は、市ホームペー
ジをご覧ください。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

管財課　℡２３-３０３７

長谷津団地の建物解体条件付き長谷津団地の建物解体条件付き
譲渡入札を行います譲渡入札を行います

化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、農
地
の
売
買
・

貸
借
・
転
用
な
ど
に
つ
い
て
公

正
な
審
査
、
農
業
の
担
い
手
の

育
成
な
ど
を
行
う
地
域
農
業
振

興
の
推
進
役
で
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、農
業
委
員
と
力
を
合
わ
せ
、

農
地
利
用
の
集
積
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
24
日
㈮
～
３

月
24
日
㈮

募
集
人
数
・
任
期

▽
農
業
委
員･･･

19
人
、
令
和

５
年
８
月
１
日
～
令
和
８
年
７

月
31
日

▽
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

･･･

36
人
、
農
業
委
員
会
が
委

嘱
し
た
日
～
令
和
８
年
７
月
31

日応
募
方
法　
「
推
薦
（
個
人
、

団
体
等
）」
と
「
応
募
（
自
薦
）」

の
２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
応
募
方
法
、
資
格
、
職
務

内
容
の
詳
細
は
「
募
集
要
項
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
農
林
振

興
課
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
で
受
け
取
れ
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

農
林
振
興
課

　

℡
23-

３
３
３
０

　

・
農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
23-

３
３
６
０

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

３
月
31
日
㈮
ま
で

対
象　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
に
、
残
さ
れ
た
遺
族

の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
者
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
の
弔
慰
金
受
給
権
者　

②

戦
没
者
等
の
子　

③
父
母　

④

孫　

⑤
祖
父
母　

⑥
兄
弟
姉
妹

⑦
①
～
⑥
を
除
く
三
親
等
内
の

親
族

※
③
④
⑤
⑥
は
、
戦
没
者
等
と

の
生
計
関
係
の
有
無
等
に
よ
り

順
位
が
変
わ
り
ま
す
（
⑦
は
生

計
要
件
あ
り
）

そ
の
他　

第
11
回
特
別
弔
慰
金

を
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
る
人

は
申
請
不
要
で
す
。

請
求
窓
口　

福
祉
課
地
域
福
祉

係

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

福
祉
課

　

℡
23ｰ

３
２
２
４
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行
政
告
知
端
末
を
設
置
し

ま
せ
ん
か

　

市
内
の
住
宅
、
事
業
所
等
へ

の
行
政
告
知
端
末
を
設
置
す

る
費
用
の
一
部
を
や
す
ぎ
ど

じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
を
通
し
て
助

成
し
ま
す
。

　

宅
内
工
事
費
を
除
く
、
端
末

機
器
代
、
光
ケ
ー
ブ
ル
引
込
工

事
費
な
ど
を
全
額
助
成
し
ま

す
。

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
防
災

情
報
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

ご
家
庭
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
室

　

℡
23-

３
１
２
１

▽
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

　

℡
22-

５
０
５
０

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

３
月
２
日
㈭
13

時
～
14
時
15
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

３
月
13
日
㈪
13

時
～
14
時
15
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

３
月
９
日
㈭
９

時
～
10
時
30
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

保　

健

保　

健

対
象　

令
和
３
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　

３
月
９
日
㈭
13

時
～
14
時
30
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
元
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
当
日
朝
の
尿

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

日
時　

３
月
15
日
㈬
13
時
15
分

～
14
時
15
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

　

℡
23-

３
２
２
２

妊
婦
歯
科
検
診

日
時
・
場
所　

３
月
５
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
11
月
～
令
和

５
年
１
月
に
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
妊

婦
歯
科
検
診
票
、
妊
婦
歯
科
検

診
予
約
票
、
妊
婦
歯
科
検
診
ア

ン
ケ
ー
ト

　税務署では、事業者を対象に、インボイス制度に
ついて導入編、基礎編に分けて説明会を開催してい
ます。
導入編
　今まで消費税の申告をしたことがなく、消費税の
基本的な仕組みから理解したい人、インボイス発行
事業者の登録をすべきか検討している人向けに説明
します。
基礎編
　インボイス制度の概要、売手・買手の留意点、登
録申請手続等について説明します。
日時　３月７日㈫ 14時～15時：導入編
 　　　　　　　　15時～16時：基礎編
定員　各20人
場所　松江地方合同庁舎（松江市向島町）
料金　無料
申込締切　３月６日㈪ 16 時
　事前の登録が必要となります。参加を希望する場
合は、電話等で事前登録をお願いします。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松江税務署
　℡０８５２-２１-７７１１

　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額
控除の方式としてインボイス制度が開始され
ます。
　適格請求書（インボイス）を発行できるの
は、「適格請求書発行事業者」に限られ、この

「適格請求書発行事業者」になるた
めには、登録申請書を提出し、登
録を受ける必要があります。

（右二次元コード：国税庁特設サイト）

インボイス制度についてのインボイス制度についての
説明会を開催します説明会を開催します
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

　令和４年４月１日、民法の定める
成年年齢が18歳に引き下げられま
した。
　18歳、19歳の若者の積極的な社
会参加が期待される一方で、若者の
消費者トラブルの増加が懸念されて
います。
　島根県では、成年年齢引き下げに

関して、より身近に手に取ってもらえる情報として、スマー
トフォン向けコンテンツ「18歳から『大人』～消費者ひと
り立ちマニュアル～」を公開しました。
　「成年」となる18歳の若者に気をつけて欲しいことや、消
費者トラブルに関して学べるサイトへのリンクなど、当事
者の若者や親世代の人に関心を持っていただきたい内容を
まとめています。
　右二次元コードからスマートフォン向けサイ
トをご覧いただけます。学校での出前講座の振
り返りやその後の情報収集、消費や契約の学び直しや消費
トラブルについての学びなどにご活用ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島根県消費とくらしの安全室
　℡０８５２-２２- ５１０３

「成年年齢引下げ」
特設サイトを　
　公開しました

　「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」を統一標語に火
災予防運動を実施します。

　火災予防運動の一環として市内小学生を対象に行った習
字コンクールの作品展示
を行います。
期間　２月28日㈫～
　　　３月８日㈬
時間　９時～22時
　（初日は13時開始、最　
終日は13時終了）
場所　ふれあいの街　プラーナ　１階セントラルコート● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

消防本部予防課　 ℡２３-３４２６

春季全国火災予防運動
　　　　　　　　　　　　　３月１日～３月７日

火災予防習字コンクール展示

第
13
回
し
ま
ね
自
死
遺
族

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
安
来

「
私
た
ち
の
ま
さ
か　

自

死
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て

い
た
」

　

自
死
に
追
い
込
ま
れ
る
人
や

自
死
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
人

が
、
抱
え
る
悲
し
み
や
苦
し
み

話
相
談
員
で
す
。

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
第
42
期

相
談
員
養
成
講
座
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
自
宅
等
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
も
可
能
で
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
島
根
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
人
員　

25
人
程
度
（
会
場

参
加
者
）

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

受
講
費
用　

１
万
円
（
１
講
座

１
０
０
０
円
で
選
択
受
講
可
）

受
講
期
間　

４
月
１
日
㈯
～
６

月
17
日
㈯
（
第
１
・
３
・
５
土
曜

13
時
15
分
～
16
時
30
分
）

会
場　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
） 

募
集
締
切　

３
月
20
日
㈪

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
８
５

を
無
く
す
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

清
水
新
二
氏
（
奈
良
女

子
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
講

演
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
遺
族

体
験
談

日
時　

３
月
４
日
㈯
13
時
～
16

時場
所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

小
ホ
ー
ル

料
金　

無
料

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹　

℡
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

島
根
い
の
ち
の
電
話

公
開
講
座
参
加
者
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自

死
予
防
を
主
な
目
的
と
し
た
悩

み
ご
と
電
話
相
談
で
す
。
こ
の

活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、
仕

事
や
家
庭
を
も
ち
な
が
ら
研
修

を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
電
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安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
自
由

に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う
日

で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・
修
理

は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

デ
ジ
カ
メ
の
持
ち
込
み
可　

▽

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
は

当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
の
み

利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

４
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ
コ

ン
、
デ
ジ
カ
メ
持
ち
込
み
可

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
２
日
前
か

ら
は
受
講
料
が
発
生
し
ま
す
）。

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単
な
操
作

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
訓
練
セ

ン
タ
ー
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン

で
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
必
ず
電
話
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

平
日
の
み
（
予
約
制

で
す
。
当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

●
庭
木
剪せ

ん
て
い定

入
門
教
室

　

自
宅
の
お
庭
を
気
軽
に
手
入

れ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
樹
木
を
使

い
、
専
門
家
の
指
導
の
も
と
基

礎
か
ら
わ
か
り
や
す
く
学
べ
ま

す
。

　

事
前
に
必
ず
電
話
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

30
人

開
催
日　

３
月
８
日
㈬
13
時
～

16
時

受
講
料　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

剪
せ
ん
て
い
ば
さ
み

定
鋏
、
鋸

の
こ
ぎ
り

、
防

寒
具
・
雨
具
、
手
袋
、
筆
記
用

具
な
ど

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
３
月

１
日
㈬
９
時
受
付
開
始
）

●
で
こ
ぼ
こ　

さ
か
た
し
ょ
う

じ　

コ
ン
サ
ー
ト

　

米
子
市
の
男
性
保
育
士
ユ

ニ
ッ
ト
「
で
こ
ぼ
こ
」
の
し
ょ

う
ち
ゃ
ん
が
安
来
に
や
っ
て
き

ま
す
。

　

親
子
で
一
緒
に
歌
っ
て
、

踊
っ
て
、
笑
っ
て
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

３
月
16
日
㈭
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

そ
の
他　

要
予
約
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
お
や
こ
ｄ
ｅ
つ
く
ろ
う
！

～
春
の
製
作
～

　

も
う
す
ぐ
春
が
や
っ
て
き
ま

す
。綿
棒
で
ト
ン
ト
ン
し
た
り
、

手
形
・
足
形
で
ペ
タ
ン
と
し
た

り
、
親
子
で
春
の
製
作
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
22
日
㈬
10
時
30
分

～
12
時

　安来町（新町）の市営駐車場の使用者を募集
します。
所在地　安来町 1961 番地１
駐車区画数
　40区画
使用料　月額
　4,400円（税込）
契約期間
　４月１日～
　令和６年３月31日
申込期限　３月10日㈮
　　　　　（申し込み多数の場合は抽選）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

管財課　℡２３-３０３０

新町駐車場の定期使用者を
募集します

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

そ
の
他　

要
予
約
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課　

　

℡
23-

３
２
２
２

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

安
来
「
春
の
水
泳
教
室
」

　

水
の
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
。
５

日
間
連
続
受
講
で
、
め
き
め
き

上
達
し
ま
し
よ
う
。

日
時　

３
月
27
日
㈪
～
３
月
31

日
㈮
（
５
日
間
）
９
時
15
分
～

10
時
15
分

対
象　

３
歳
～
小
・
中
学
生

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
６
０
円
（
会
員

は
４
５
１
０
円
）

申
込
受
付　

２
月
22
日
㈬
11
時

か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

そ
の
他　

▽
参
加
料
を
添
え
て

安
来
市
民
プ
ー
ル
窓
口
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い　

▽
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
の
申

し
込
み
、
予
約
な
ど
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
民
プ
ー
ル
（
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
安
来
）

　

℡
22-

０
８
４
８
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

相　

談

相　

談

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時
・
場
所　

３
月
14
日
㈫
▽

５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～

10
時　

▽
７
～
８
カ
月
児
…
13

時
30
分
～
13
時
45
分
・

●
●
●
●
●
●
●

申
込
締
切　

３
月
８
日
㈬

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
ご
は
ん
手
帳
」（
４
か
月

30
分
～
11
時

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

岩
佐
美
穂

　

℡
０
９
０-

２
２
９
１-

０
１
６
０

●
広
瀬

曜
日
・
時
間　

▽
毎
週
㈪
・
19

時
～
20
時
30
分　

▽
毎
週
㈭
・

９
時
30
分
～
11
時

場
所　

広
瀬
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

吉
田
通
子

　
℡
０
９
０ｰ

４
８
０
２ｰ

２
２
７
９

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
に

休
日
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

介
護
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域

で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
を
し
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
㈰
、
19
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時
（
19
日
は
10

時
か
ら
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
活
用
と
死
後
事
務
に
つ
い

て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ

講
座
を
開
催
し
ま
す
）

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

第
１
会
議

室

安来高校吹奏楽部安来高校吹奏楽部
第38回定期演奏会第38回定期演奏会

　「逢いの手」をテーマに、安来高校
吹奏楽部の定期演奏会を開催します。
　コロナ禍でも多くの地域の人々と
出逢い、演奏を聴いてもらえたこと
に感謝したい、演奏する部員と観客
の皆さんとが手をつなぐようにひと
つに繋がり、会場をひとつにしたい、
という想いがテーマに込められてい
ます。
　会場が一体になれるような演出、
安来節と吹奏楽のコラボレーションなど、地域の皆さまに楽しんでも
らえる内容を考えています。ぜひ、お越しください。
日時　３月19日㈰ 14時～16時（13時30分より受付開始）
場所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

大ホール
曲目　アルメニアンダンスパート１
　　　We Are Confidence Man 
　　　グレイテストショーマンセレクション
　　　リメンバーオブ安来節　他
　入場は無料ですが、整理券が必要です。整理券・演奏会など、詳細
については問い合わせください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来高校（担当：広戸）　℡２２-２８４０

児
健
診
時
に
配
布
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

太
極
拳
体
験
教
室

　

無
料
体
験
教
室
を
行
い
ま

す
。
最
初
の
１
カ
月
間
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
予
約
不
要
）。

●
安
来

曜
日
・
時
間　

毎
週
㈭
・
19
時

～
20
時
30
分

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

古
志
野
史
子

　

℡
23ｰ

１
８
６
８

曜
日
・
時
間　

毎
週
㈯
・
９
時

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

高
齢
者
ま
る
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー　

℡
32-

９
１
１
０

栄
養
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
３
月
14
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
３
月
28
日
㈫
９
時
～
11

時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

心
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
３
月
２
日
㈭
・

８
日
㈬
・
23
日
㈭
13
時
30
分
～

16
時
、
松
江
保
健
所
（
松
江
市

東
津
田
町
）　

▽
３
月
９
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

担
当
者　

精
神
科
医
師
、
保
健

師
な
ど

そ
の
他　

事
前
に
予
約
が
必
要

で
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６
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● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市加納美術館　℡３６- ０８８０

安来市加納美術館企画展関連イベント安来市加納美術館企画展関連イベント
アート deトーク（対話型鑑賞会）アート deトーク（対話型鑑賞会）

開催期間　３月26日㈰まで
開館時間　９時～16時30分（入館は16時まで）
休館日　火曜日（祝日の場合は翌日）
入館料　一般　1,100円／高校生・大学生　550円／
　　　　中学生以下　無料
　※この企画展期間に限り安来市民は入館料無料
　（住所が確認できるものを受付でご提示ください）

同時開催中
　　企画展「安来ゆかりの美術家たち２」
　　常設展「今こそ世界平和を　莞蕾の願い」
　　収蔵品展「備前焼の名品に親しむ」

　作品から何が見えるか、参加者同士で対話しながら企
画展の作品を鑑賞します。
　気軽にご参加ください。
日時　３月12日㈰　①11時～　②13時30分～
会場　安来市加納美術館展示室
定員　10人（当日申込可）
参加費　無料（要入館料）
ナビゲーター　春日美由紀さん（みるみるの会）そ

の
他

そ
の
他

日
時　

３
月
18
日
㈯
13
時
～
17

時場
所　

朝
日
会
館
（
松
江
市
東

朝
日
町
）

予
約
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約

（
毎
週
月
・
火
・
木
曜
12
時
～

15
時
）

予
約
先

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

相
談
時
間
・
問
い
合
わ
せ
先

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

気
軽
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

行
政
相
談

▽
９
時
～
12
時

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-
３
０
６
８　

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

▽
14
時
～
16
時

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

　

℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

日
時　

３
月
15
日
㈬
14
時
～
15

時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
江

（
松
江
市
向
島
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
の
売
買
、

名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会

社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど

相
談
日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日

12
時
～
15
時

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時

～
15
時

【
面
談
相
談
】

▽
10
時
～
12
時

▽
や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
１
７
９

自
死
遺
族
の
想
い
を
伝
え

る
パ
ネ
ル
展

　

自
死
遺
族
の
思
い
を
伝
え
る

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

期
間　

３
月
１
日
㈬
～
６
日
㈪

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

第
６
会
議

室料
金　

無
料

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹　

℡
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

生
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

４
８
８
２

　

●地●庁●交●伯●健●申●問●地

０
８
５
２-

61-

０
９
０
０

風
力
発
電
事
業
に
関
わ
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
　

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
・
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
が
、

安
来
市
内
お
よ
び
雲
南
市
周
辺

で
計
画
し
て
い
る
風
力
発
電
事

業
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

対
象
事
業　

▽
（
仮
称
）
大お

お
し
び
ざ
ん

出
日
山
風
力
発

電
事
業
（
以
下
、
大
出
日
山
）

▽
（
仮
称
）
日ひ

な
や
ま

向
山
風
力
発
電

事
業
（
以
下
、
日
向
山
）

発
電
規
模　

▽
大
出
日
山
：
４
万
６
２
０
０

ｋ
ｗ
（
４
２
０
０
ｋ
ｗ
級
×
最

大
13
基
）　

▽
日
向
山　

４
万
２
２
０
０
ｋ

ｗ
（
４
２
０
０
ｋ
ｗ
級
×
最
大

11
基
）

開
催
会
場　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

展
示
室
・
会
議

室開
催
日　

３
月
11
日
㈯

時
間　

▽
大
出
日
山
：
10
時
～
12
時

▽
日
向
山
：
14
時
～
16
時

定
員　

50
人
（
定
員
を
超
過
す

中
海
自
然
再
生
協
議
会

（
第
９
期
）
の
公
募
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

年
３
回
程
度
行
わ
れ
る
協
議

会
の
会
議
に
出
席
し
、
討
議
に

参
加
で
き
る
人
ま
た
は
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く

中
海
自
然
再
生
事
業
の
実
施
状

況
の
確
認
と
討
議
、
適
切
な
助

言
や
提
言
の
実
施
な
ど
を
行
い

ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
３

月
31
日
㈮

任
期　

２
年
（
令
和
５
年
４
月

1
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
）

応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
の
み

　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
所

属
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
等
）、

中
海
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
る
事
項
を
記
載
し
（
メ
ー
ル

の
場
合
、
件
名
は
「
協
議
会
応

募
申
込
」
と
し
て
く
だ
さ
い
）、

事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
送

信
先
ア
ド
レ
ス

等
が
記
入
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
作

成
で
き
ま
す
）。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
再

　スマートフォンで広報やすぎをご覧いただけま
す。冊子を持ち運ばずに情報を確認することができ
るほか、市外に住んでいる人でも簡単に広報やすぎ
の情報を入手できます。
その他
　専用アプリケーショ
ン（アプリ）のダウン
ロードが必要です。利
用料は発生しません
が、アプリや情報のダ
ウンロードなどにかか
る通信料は利用者の負
担になります。

広報紙・市ホームページの他にも…

ＣＤやスマートフォンアプリでも「広報やすぎ」がチェックできます

　目の不自由な皆さんや、ご高齢により読むことが
難しくなった皆さんなどのために、音声ＣＤ「声の
広報やすぎ」を制作し、希望者に配布しています。
　声の広報の配布を希望される人は、秘書広報課へ
ご連絡ください。
収録内容　広報やすぎ（月１回発行）
　　　　　 議会だより（１月、４月、７月、10月発行）
その他
　広報やすぎ発行日よりも配布が遅れることがあり
ます。収録量には限りがあるため、内容を一部省略
することがあります。ＣＤの再生機器は各自でご準
備ください。

音声ＣＤ「声の広報やすぎ」音声ＣＤ「声の広報やすぎ」スマートフォン専用アプリ「マチイロ」スマートフォン専用アプリ「マチイロ」
● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

秘書広報課　℡２３-３０１０
ｉＯＳ用 Android 用

る
場
合
は
安
来
市
在
住
者
を
優

先
し
ま
す
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
・
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
事
業

開
発
本
部
、
大
出
日
山
担
当
：

池
田
、
日
向
山
担
当
：
畑

　

℡
03-

６
４
５
５-

４
９
０
０

地
雷
撤
去
の
た
め
書
損
じ

ハ
ガ
キ
を
集
め
て
い
ま
す

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を

無
く
す
た
め
に
、
書
損
じ
ハ
ガ

キ
等
を
集
め
て
換
金
し
、
地
雷

撤
去
団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま

す
。

　

ハ
ガ
キ
２
～
３
枚
で
1
㎡
の

地
雷
を
撤
去
す
る
費
用
に
な
り

ま
す
。
家
で
眠
っ
て
い
る
対
象

品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
送

付
く
だ
さ
い
。

対
象
品　

書
損
じ
・
未
使
用
ハ

ガ
キ
、
未
使
用
切
手
、
未
使
用

テ
レ
カ
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
等

募
集
期
限　

３
月
31
日（
必
着
）

送
付
先　

福
岡
市
早
良
区
西
新

１-

７-

10-

７
０
２

 

（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤

去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
宛

後
援　

教
育
委
員
会

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

℡
０
９
２-

８
３
３-

７
５
７
５



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

タカラ

のちま

〒
692-8686島

根
県
安
来
市
安
来
町
878-2　

 電
話
：
23-3010 / FAX：

23-3161
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city.yasugi.shim

ane.jp
メ
ー
ル
：
hisho@

city.yasugi.shim
ane.jp

▲年に１度開催される健康講座の
様子。幅広い年代に参加してもら
うため令和４年度は２回開催。
◀令和２年度には、長年にわたる
公衆衛生活動に対し「日本公衆衛
生協会会長表彰」を受賞。表彰
状を持っているのが國重会長です。

▼
ダ
ン
ス
と
い
う
と
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
競
技
大
会
の
動
画
を

見
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
作
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
ラ
テ
ン
と
い
う
部
門
で
表
現

方
法
が
全
く
違
う
と
い
う
話
や
、

個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ペ
ア
で
合
わ

せ
た
と
き
の
美
し
さ
が
大
切
と

い
っ
た
話
を
聞
き
、
奥
が
深
い
競

技
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
岩
）

▼
ユ
ズ
は
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
ユ
ズ
を
丸
ご
と
使
っ
た
加

工
品
作
り
で
講
師
の
人
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
果
汁
は
ポ

ン
酢
に
し
、
果
汁
を
し
ぼ
り
き
っ

た
皮
は
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
。
種
ま

で
は
使
え
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
保
湿
成
分
た
っ

ぷ
り
の
ユ
ズ
の
種
は
焼
酎
に
漬
け

込
む
こ
と
で
、
な
ん
と
化
粧
水
に

な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。（
つ
）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

Ｒ5.1.31現在

（男:17,483人　女:18,831人）
3 6 , 3 1 4人

1 4 , 2 2 6世帯

令
和

5年
3月

号

住民に寄り添う健康づくり活動
～能義地区健康推進会議～

　
「
能
義
地
区
健
康
推
進
会
議
」
が
令
和
４
年
度

に
、
長
年
の
活
動
と
功
績
を
表
彰
す
る
「
公
衆
衛

生
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
健
康
推
進
会
議
と

し
て
６
例
目
、
９
年
ぶ
り
の
受
賞
で
す
。

　

能
義
地
区
健
康
推
進
会
議
は
、
健
康
づ
く
り
活

動
を
地
区
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
い
う

考
え
か
ら
、
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
親

子
保
健
部
会
と
成
人
高
齢
者
保
健
部
会
を
中
心

に
、
住
民
参
加
型
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
特
徴
的
な
活
動
は
２
つ
。
１
つ
は
、
自
治

会
単
位
で
の
健
康
目
標
の
設
定
と
集
会
場
所
へ
の

掲
示
で
す
。
毎
年
目
標
設
定
し
成
果
発
表
を
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
に
良
い
刺
激
に
な
り
、
中
で
も

禁
煙
に
関
す
る
取
り
組
み
は
活
発
に
行
わ
れ
、
多

く
の
自
治
会
で
集
会
所
の
喫
煙
ル
ー
ル
な
ど
が
で

き
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
の
特
徴
的
な
活
動
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
団

子
の
無
料
配
布
。「
能
義
地
区
内
の
ゴ
キ
ブ
リ
撲

滅
！
」
を
目
標
に
、
約
１
２
０
袋
分
の
団
子
を
作

成
。
希
望
者
に
は
無
料
で
配
布
す
る
こ
と
で
使
用

家
庭
を
増
や
し
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
ゴ
キ
ブ
リ
を

見
か
け
な
い
ほ
ど
に
。
個
人
の
努
力
だ
け
で
は
難

し
い
環
境
的
な
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

國く
に
し
げ重

光み
つ
よ
し美

会
長
は
「
今
は
ま
だ
健
康
に
興
味
が

あ
る
人
だ
け
が
参
加
し
恩
恵
を
受
け
て
い
る
状
態

で
す
。
今
後
、
能
義
地
区
全
て
の
人
が
参
加
し
て

健
康
づ
く
り
を
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
ず
は
意
識

か
ら
変
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

能義地区
のイチオ

シ！
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